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1．はじめに
　フランス語には、指示対象を持たない代名詞 il を文法上の主語とした非人
称構文と呼ばれる構文がある。その存在意義については多数の先行研究があ
り、いくつかのタイプに分けられることもある。しかし、非人称構文がどれ
も同じような頻度で用いられているわけではない。朝倉（2002, p. 249）に
よれば、同氏が収集した 4,308 例の非人称構文のうち、il y a が 1,605 例、il 
faut が 1,142 例と、この 2つで 60％以上を占める。つまり、フランス語で用
いられている様々な非人称構文には使用頻度に大きな差があり、その差が、
フランスの絵本においても見られるか分析し、その理由を明らかにすること
が本稿の目的である。本稿では、田中（2012）、田中（2013）でコーパスと
したフランス語の絵本にさらに何冊か加えたものをコーパスとし、その中に
出てくる非人称構文を、先行研究に基づいて分類し、どのタイプの非人称構
文も同じように出てくるわけではないことを示す。これにより、非人称構文
の様々なタイプについて分析を深めていくことを目指す。
2．非人称構文に関する主な先行研究
　フランス語の非人称構文を扱った論文は国内外に多数あるが、ここでは主
に、非人称構文の分類を行っているものを中心に取り上げる。
　朝倉（2002, pp. 249-252）は、A, B, C 型の 3つに分類する。
A 型　不定詞と単数 3人称だけ。命令法を欠く。
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①　非人称動詞としてしか用いられないもの：il faut
②　人称動詞がまったく異なった意味で非人称構文をとるもの：il y a / 
il fait （天候）
③　〈il ＋ 動詞〉の形で気象現象を表わすもの：il pleut, il neige, il gèle, 
il tonne など。
④　非人称の成句：il sʼagit de / il est temps de / il en est de même / il est 
tôt など。
B 型　il ＋ 動詞 ＋ （de） 不定詞；il 動詞 que の型。不定詞、〈que ＋ 節〉
が実主語となる ［...］ 多くは人称動詞としても同義で用いられる。
①　自動詞　il est ＋ 形 ＋ de 不定詞 ［que］ / il semble ＋ 不定詞 ［que］ / 
il arrive de 不定詞 ［que］ / il paraît que / il suffit de 不定詞 ［que］ / il 
vaut mieux ＋ 不定詞 ［que］ / il reste à 不定詞 ［que］ など
②　代名動詞　il sʼensuit ［se fait, se peut, se trouve］ que など
③　他動詞受動形　il mʼest permis ［donné］ de 不定詞 など
④　他動詞　文学的、古文調　Il ne mʼintéressait pas de les accepter 
tels quʼils étaient. など
C 型　〈il ＋ 動詞 ＋ 名詞〉の型。Un accident lui est arrivé. > Il lui est 
arrivé un accident. のように実主語が名詞の場合。
一方、朝倉氏は、朝倉（2005, pp. 355-356） では以下のように意味的分類を
行っている。
⑴　出現・突発　apparaître, arriver, entrer, naître, passer, résulter, tom-
ber, survenir, venir, se passer, se produire など
⑵　存在　être, exister, rester, subsister, se trouver など
⑶　欠如・消滅　manquer, mourir など
　この分類は、普通には人称動詞として用いられながら、（ほぼ）同じ意味
で非人称としても用いられる動詞を分類したものであり、朝倉（2002）の分
類方法とは異なるものである。
　木下（1978）の考察をうけ、春木（1983）は、Il est arrivé quelque chose 
de grave型の非人称構文（これを「discoursの非人称」と呼ぶ）の制約として、
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以下のような点をあげる。
séquence は一般に不定名詞句でなければならない。従って、前方照応
的な定冠詞・指示詞の付いた名詞句、所有形容詞の付いた名詞句、固有
名詞、総称用法の不定冠詞の付いた名詞句は séquence の位置にはたて
ない。［...］ ただし後方照応的な定冠詞・指示詞の付いた名詞は sé-
quence として可能である。［...］ また、rester と manquer に関しては、
以上の制約がかなり弱まる。［...］ discours の非人称が成立するのは、出
現・到着、存在、消失・欠如を表わす動詞に限られる。春木（1983, 
pp. 19-20）
この他、非人称構文で用いられる動詞の意味的特徴として、出現・到着、存
在、消失・欠如のようなキーワードをあげているものとしては、Gougenheim 
（1939, p. 239）、Eskenazi （1968, p. 111）などがある。
3．フランスの絵本におけるフランス語の特徴
　ここでは、田中（2012）および田中（2013）で明らかになった、フランス
の絵本におけるフランス語の特徴について簡単に見ておく。
　田中（2012）では、フランスの絵本における動詞の使い方を中心に分析し
た。用いられている時制に関しては、予想通り直説法現在形の実例が圧倒的
に多かった一方、複合過去形、半過去形は少なく、反対に、フランス語初級
者向けの教育現場でまともに扱われることが少ない単純過去形が不規則動詞
でさえ何例か見られた。動詞に関係する特筆点としては、月例が低い子向け
の絵本においても、使役構文、知覚構文なども用いられ、下にあげる例のよ
うに平叙文における主語後置文も多数見つかった。
⑴　Parfois, après lʼorage, apparaît un bel arc-en-ciel. （Beaumont & Be-
lineau, La nature）
⑵　Dans ce sac, se tiennent bien serrés tous les grains de riz que ses 
parents ont récoltés précieusement dans la plaine à côté du grand 
fleuve. （Bertron-Martin & Sanchez, Les trois grains de riz）
複合倒置の例も見つかった。
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⑶　Le deuxième ourson, qui était une oursonne, commença, elle aussi, à 
sʼinterroger.  Peut-être son papa aimait-il davantage ses deux frères ? 
（Bratnet & Jeram, Vous êtes tous mes préférés）
⑷　A peine le grain de riz est-il dans les mains de Petite Sœur Li, quʼil 
devient dʼun bleu profond et se met à briller.  Il se transforme en un 
énorme saphir. （Bertron-Martin & Sanchez, Les trois grains de riz）
これらの例では、文頭に peut-être、à peine など特定の表現があるために主
語後置されるなどと説明されることがあるが、主語後置されている理由がど
うであれ、このようないわば特殊な構文も珍しくない。学校教育以前に「主
語」「動詞」といった文法的な概念を子供達が理解しているとは考えられず、
どのように物語が認識されていくのか非常に興味深い。
　代名詞の用法については田中（2013）で述べた。絵本のような子供向けの
本であっても、同一の指示対象に対して異なる代名詞が用いられている次の
ような例
⑸　Elle （= la chenille） se construit une maison ― un cocon ― et sʼy 
blottit.  Deux semaines plus tard, quand elle le perce pour en sortir...
 （Carle, La chenille qui fait des trous）
をはじめ、日本人初学者には難解な用法が見られる一方、いわゆる複合関係
代名詞（前置詞＋ qui、lequel、quoi）を用いた実例は見つからず、構文と
して複雑なものは避ける傾向があることが分かった。
4．分析結果
4.1
　今回のコーパスには合計 152 例の非人称構文が見つかったが、それを動詞
別に分類すると表 1のようになる。なお、下表中、実例数は左に見出しとし
て示した法・時制だけでなく、全ての法・時制、否定文や疑問文を含む。例
えば、il y a には il y aura や Quʼy a-t-il ... ? などを含む。
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　上位 2位までの il y a と il faut を合わせるだけで、全体の 64.5％を占める
点が特筆されよう。
　この〈表 1〉に現れている動詞を、大きく意味によってまとめたものが次
の〈表 2〉である。
〈表 1〉
実例数 割合
il y a ... 60 39.5％
il faut ... 38 25.0％
il était une fois ...  8  5.3％
il arrive ...  8  5.3％
il fait beau/chaud etc ...  8  5.3％
il reste ...  6  3.9％
il se passe ...  5  3.3％
il est temps/lʼheure de ...  5  3.3％
il pleut  4  2.6％
sʼil te （vous） plaît  4  2.6％
il neige  2  1.3％
il exsite ...  1  0.6％
il suffit de ...  1  0.6％
il manque ...  1  0.6％
il sort ...  1  0.6％
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これを見れば分かるとおり、存在を表す動詞（75 例）、必要を表す動詞（38
例）、発生・出現を表す動詞（14 例）、天候を表す動詞（14 例）の 4グルー
プのみで全体の 93％（141 例）を占め、かなり偏っていることが分かる。
　朝倉（2002, p. 249）が示す統計では、採集した 4,308 例のうち il y a 1,605
例（37.3％）、il faut 1,142 例（26.5％）となっており、この 2つを合わせる
と 2,747 例（63.8％）となる。この数値は、〈表 1〉の後に示した 64.5％とほ
ぼ同じである。
4.2　ilya構文について
　ここでは今回、全体の約 4割を占めた il y a の実例について分析する。
4.2.1　ilya構文中の名詞句に付いている限定辞
　Il y a を用いた構文では、
〈表 2〉
実例数 割合
存在を表す動詞
il y a ..., il était une fois ...
il reste ..., il existe ...
75 49.3％
必要を表す動詞
il faut ...
38 25.0％
発生・出現を表す動詞
il arrive ..., il se passe ..., il sort ...
14  9.2％
天候を表す動詞
il fait beau/chaud etc..., 
il pleut, il neige
14  9.2％
il est temps/lʼheure de ...  5  3.3％
sʼil te （vous） plaît  4  2.6％
il suffit de ...  1  0.6％
il manque ...  1  0.6％
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⑹　Au dîner, il y a des épinards. （dʼAllance, Grosse colère）
⑺　Fini de jouer, il y a du danger !　（Jolibois & Heinrich, Pas de poules 
mouillées au poulailler !）
のように、不定冠詞、部分冠詞が付いた名詞句が用いられている例が多いが、
定冠詞や所有形容詞が付いているものも見られた。
⑻　Il y aura le goûter du bébé, bien sûr... et après, ton goûter avec Ma-
man !　（Ashbe, Et après, il y aura...）
これは、定冠詞あるいは所有形容詞が付いている名詞句であっても、先行文
脈中に指示対象がなく、談話中に新しい情報として導入される場合には、il 
y a 構文が用いられるということである。換言すれば、il y a に後続する名詞
句に付いている限定辞の種類を見るだけでは、分析として不十分ということ
になる。
4.2.2　ilyaNqui型構文
　今回のコーパスで収集した il y a 構文 60 例において、そのほとんどは、il 
y a ＋ 名詞句 という極めて単純な構造をしているものが多かったが、3例だ
け、以下のような構造のものがあった。
⑼　Tout à coup, il y a quelquʼun qui parle. （du Bouchet, Coco et les 
pompiers）
⑽　Mais il nʼy avait là que deux grosses mouches noires, qui faisaient 
bombance. （Erlbruch & Holzwarth, De la petite taupe qui voulait sa-
voir qui lui avait fait sur la tête）
⑾　Chuuut !  Moins de bruit, les enfants !  Il y en a qui dorment... （Joli-
bois & Heinrich, Pas de poules mouillées au poulailler !）
これらはいわゆる単一判断を表す文である。すでに述べた通り、今回のコー
パス全体で複合関係代名詞を使った例はなかったが、qui、que などの関係
代名詞は見られた。従って、il y a N qui 型構文の実例が少なかった理由につ
いては、偶然の結果に過ぎない可能性があり、さらなる分析が必要である。
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4.3　ilmontaitdesvoyageurs型の非人称構文について
　フランス語の非人称構文は、次例のように
⑿　Un jour vers midi du côté du parc Monceau, sur la plate-forme arrière 
dʼun autobus à peu près complet de la ligne S （aujourdʼhui 84）, jʼaper-
çus un personnage au cou fort long qui portait un feutre mou entouré 
dʼun galon tressé au lieu de ruban.  Cet individu interpella tout à coup 
son voisin en prétendant que celui-ci faisait exprès de lui marcher sur 
les pieds chaque fois quʼil montait ou descendait des voyageurs.
 （Queneau, Exercices de style）
存在・出現などを表す動詞以外の人称動詞が非人称構文で用いられることも
あるが、今回のコーパスではこのタイプのものはほとんど見られなかった。
この点については、朝倉（2005, pp. 356-357）に言及がある。
⒀　*Il court des enfants.
⒁　Vous savez quʼil court des bruits fâcheux sur votre compte ?
⒂　*Il brûlait des maisons.
⒃　On ne saurait guère plus dire sʼil continue à pleuvoir ou sʼil brûle un 
soleil de feu. （ibid.）
これらの例のように朝倉氏は、存在を修辞的に表現する限りにおいて非人称
構文が可能であるとする。しかしながらそのような非人称構文はいわば直接
的な表現ではなく、また構造的にも難しくなることが多いため、絵本ではあ
まり見られない形式ではないかと考えられる。
5．結びにかえて
　集計結果から分かるように、フランスの絵本では、一部のタイプの非人称
構文しか用いられていないことが分かった。il faut のように本質的に非人称
動詞であるものを除けば、先行研究等で言及されている「出現・到着、存在、
消失・欠如」といった意味を持つものばかりである。
　絵本というのは、言語能力が発達途中にある子供向けの本である。従って、
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当然のことながら、構造的に複雑な文は避ける傾向がある。これは、想定さ
れている読者、すなわち子供達の文中における「主語」「動詞」「直接目的語」
を分析する能力も発展途上であることを意識してのことであろう。
　「出現・到着、存在、消失・欠如」を表す非人称構文が多く見られるのは、
新たな人物が登場したり、新たな出来事が発生することによって物語が進ん
でいくためであり、これもまた当然の結果と言える。
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